
《校 章》 校章の制定
記録には明らかでないが，従来，稲穂やゆりの花の校章が用

いられていた。
その後，稲は作らなくなり，ゆりは他校の校章とも似ており，
一般的であるので，創立７０周年記念事業での校旗新調を機会
に広く募集し，西村盛明氏の審査により，前原隆俊氏の作を委
員会で修正採用した。
本校のシンボルとして緑の色も鮮やかに，歴史とともに生い

茂り，どっかと大地に根を張る大ガジュマルが，国頭校を支え
ている姿を表現している。

（昭和４３年 創立７０周年記念誌より）

☆☆☆校歌☆☆☆
作詞 先 田 吉 秀
作曲 武 田 恵喜秀
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